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魯迅訳「労働者シェヴイワョフｊにおける色彩表現について
劉 非
－、はじめに
魯迅は文学家として世界中の人々に知られ、魯迅の創作作品は多くの読者を持ち、数多くの国中外
研究者によって研究され、膨大な研究成果をあげている。周知のように、魯迅の翻訳活動は1903年か
ら1936年までの33年間にわたっており、小説、童話、詩、劇曲、文芸理論、論文など、幅広いジャン
ルの約239万字の作品を翻訳し、現代中国の翻訳界に偉大な足跡を残している。これに対して、現在
の研究はかなり不十分だと痛感せざるを得ない。これについては、高王氏が次のように指摘している。
“魯迅研究において魯迅の文学翻訳についての研究は手薄な部分である。（在曽迅研究中，曽迅的文
学翻悸研究却是一十薄弱的坏苓)'，
“半世紀以上にわたる魯迅研究を顧みると、われわれは魯迅の翻訳観について一定の研究成果を見
ることができる。しかし魯迅の翻訳作品についての研究や、魯迅の翻訳と彼の創作との関係について
の研究は非常に少ない。私の見るところでは、英語、ロシア語及びその他の言語の文学作品は如何に
ドイツ語と日本語に翻訳され、またそれらを魯迅は如何にドイツ語と日本語から中国語に翻訳したの
か、魯迅の翻訳と彼の創作とはどんな関係があるのか、これらが研究のポイントである。（回liiii半介
多世妃的曽迅研究，我ｲﾛ看到，栄干害迅的翻犀ﾌﾟﾘ'１，有一些成果。但研究曽迅的翻痒作品，研究曽迅的
翻悸与他創作之同失系的就非常少。我圦力，研究英悟、俄珸和其他珸言的文学作品是如何翻悸成徳珸
和日珸的，曽迅又是如何把徳悟和日珸翻洋成中文的？曽迅的翻犀与他的創作之|司是什公失系？送些都
是研究的失鍵｡)'’1）
高玉氏の示唆に従い、拙稿では魯迅が帰国後翻訳したロシアの中篇小説『労働者シェヴイリョフ』
を取り上げたい。焦点をこの小説における色彩表現に絞り、魯迅が原文のドイツ語の色彩表現を如何
に中国語に翻訳したか、またその翻訳を通して魯迅の創作に色彩表現の使用上にどんな影響を与えた
かについて考察したい。『労働者シェヴイリョフｊをことさらに取り上げるのは、この作品の翻訳が
魯迅に大きな影響を与えたことがすでに明らかになっているからである。
『労働者シェヴイリョフ』について詳しく分析しているのは日本の中井正喜氏であり、彼の著作
『魯迅探索』では五章にわたって、『労働者シェヴイリョフ』の翻訳によって魯迅の思想にもたらされ
た変化や魯迅の復讐観の形成への影響などについて論じている。
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中井氏が指摘しているように、1918年から1920年頃まで、魯迅の思想は人道主義と啓蒙的な性格を
もっているが、しかしこの楽天的な人道主義・理想主義は、アルツィバシェフの『労働者シェヴイ
リヨフ』と接触したことを契機として、重大な疑義を突きつけられることとなった。1920年頃からこ
の接触を通して、楽天的人道主義・理想主義とそれに対する疑義との、内面的思想的な葛藤・動揺が
始まった。また、ロシア社会全体に対するシェヴイリョフの憎悪・復讐の心`情に魯迅は共感を寄せた。
この共感をつうじて魯迅は、初期文学活動の失敗、辛亥革命の挫折をへて体験した、自己の心の中に
も存在する先覚者としての憎悪を、その厭世的個人主義を、より一層明確に認識することができた。
そして、魯迅は自らの暗い心情・挫折した改革者としての復讐の心情を「孤独者」という作品を通し
て吐き出した。
さらに、中井氏は魯迅の創作作品と『労働者シェヴイリョフ』を結びつけ、『労働者シェヴイリヨ
フｊが魯迅の創作に与えた影響を詳しく分析している。「阿Ｑ正伝｣、「頭髪的故事｣、「一件小事｣、
｢故郷｣、「無題」など一連の創作はシェヴイリョフへの共感を経た魯迅の心情・思想・視角によって、
整理し直され、典型化され、表現されたものであると氏は指摘している。魯迅は、シェヴイリョフ的
視角、挫折を体験した改革者の、その厭世的個人主義の視角に徹底的・意識的に依拠して、はじめて
中国旧社会の解剖を試みることが可能となったという。
中井氏が論じているように、『労働者シェヴイリョフ』を翻訳したことによって、魯迅の思想・創
作・人生観に大きな影響がもたらされた。そういう意味で、「労働者シェヴイリョフ』は魯迅の翻訳
活動においても、極めて重要な位置を占めていると言える。だとすれば、『労働者シェヴィリョフ」
の翻訳は魯迅の表現方法とりわけ色彩表現にも大きな影響を及ぼしているのではないかと論者は考え
ている。それは『労働者シェヴィリョフ』を魯迅が翻訳したのが、ちようと魯迅が創作活動をはじめ
て間もない頃だからである。しかも日本語の訳文で176ページのこの作品には230もの色彩表現が用い
られている。したがって、『労働者シェヴイリョフ』における色彩表現を分析することによって、魯
迅の色彩表現の使用上の特徴をかなりの程度まで明らかにすることができると思われる。また、色彩
表現語の翻訳を通して、新しい中国語を作り出そうとする魯迅の姿を確認したい。以下においては
『労働者シェヴイリョフ』における色彩表現の具体的な用例を見ながら、分析していく。
二、『労働者シェヴィリョフ』について
具体的な比較を行う前に、まず、『労働者シェヴイリョフ』にめぐる諸問題について簡単に触れて
おく。
１，魯迅と『労働者シェヴィリョフ』との出会い
『労働者シェヴイリョフ』はアルツイバーシェフの中篇小説である。魯迅の回憶（『華蓋集続編ｊ中
の「記談話」に詳しい）によると、『労働者シェヴイリョフ」の底本は、第一次世界大戦戦勝後、上
海のドイツ商人クラブの書籍を接収整理中に見つけだしたものである。魯迅はこの独訳本を1920年１０
月22日に重訳し終わり、1922年５月出版した。単行本として出版される前に、1921年７月から12月ま
で『小説月報』の第十二巻第七、八、九、十一、十二号に連載された。単行本は上海商務印書館によ
り、『文学研究会叢書』の一冊として出されている。のちに、改版本は1927年６月に上海北新書局に
より、『未名叢刊』の－冊として発行されている。
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２，「労働者シェヴィリョフ』のあらすじ
『労働者シェヴイリヨフ』における色彩表現を分析する前に、まず、作品のあらすじについて触れ
ておきたい。この小説は全部で十五章からなり、題目の通り、小説の主人公は工場労働者シェヴィ
リョフであり、彼は元学生であった。1905年のロシア革命の時期に、多くの人々が革命という共同の
事業のため、個人の幸せを捨て、生命の危険を冒しながら、一生懸命に努力した。主人公シェヴイ
リョフもその－人であった。しかし、革命の退潮にしたがって、反動的な勢力（官憲）に追われ、あ
るアパートに身を隠す。そのアパートで社会下層に属している様々な不幸な人々と出会い、彼らへ深
い同情を寄せていた。その中に作家志望の学生アラジェフ（トルストイ的人道主義・無抵抗主義の信
奉者）がシェヴイリョフの隣室に住み、二人は初対面で激しい論争を行い、彼らの思想上の対立が物
語の核心の一つとなっている。また、このアパートに住む一家の五人家族の父（元教師）が失業し、
家族は食料がなくなり、住む場所さえも確保できない状態に陥った。この絶望的な一家を救うため、
アラジェフは奔走している。彼は元同志からの依頼を受け、書類や名簿や爆発物を預かることになる。
やがて、シェヴイリョフを逮捕するため、官憲はアパートで捜索を始め、逃走したシェヴイリョフの
隠匿を疑い、アラジェフの部屋のドアを叩く。それを誤解した彼は元同志から預かった書類を焼き始
め、そのうえ、官憲に向け発砲し、最後には官憲に撃ち殺されてしまう。作品中に－人の美しく、耳
が遠い少女オーレンカがいる。彼女は身寄りがなく、アパートの老女主人マクシモワが金目当てに純
粋な彼女を肉欲の塊のような小売り商人の後妻にしようとしていた。彼女は自分が抱える悩みをアラ
ジェフの元へ行き相談しよう考えたが、アラジェフはそれに気がつかず、結局、彼女を助けられな
かった。一方、逃亡生活を続けていたシェヴイリョフはある日尾行され、警察に追い詰められ、行き
どころを失って、ある劇場の二階の桟敷に逃げ込んだが、最後に、劇場の客に向け、ピストルを無差
別に連射し、社会へ復讐した。
３，『労働者シェヴィリョフ』について魯迅の評価
まず、『小説月報』第十二巻第七号（1921年７月）に発表され、後に、（1921年４月15日）『労働者
シェヴイリョフ』初版本巻頭に収められた「『労働者シェヴイリョフ』を訳して」の内容を確認して
みる。この文章は主に三つの問題について述べている。
一つは、作者つまりアルツイバーシェフの生い立ち、著作概況や思想的傾向、文学上の主張などに
ついて全面的に紹介している。魯迅は彼の思想的傾向と文学上の主張について次のように評価してい
る。“阿示志践壊夫是主XHl的作家，所以篝宇和壊惠略夫的意兄，便是他自己的意兄。（アルツイバー
シェフは主観の作家であるので、サーニンとシェヴイリョフの意見は、そのまま彼自身の意見であ
る｡)”２）また“阿示志祓裂夫是俄国新芙文学典型的代表作家的一人，流派是写実主又，表現之深刻，
在併華中称力述了扱致。但我ｲﾛ在本名里，可以看出微微的佶奇派色采来。（アルツイバーシェフはロ
シア新興文学の典型的代表作家の一人であり、その流派は写実主義であり、表現の深刻さは、仲間の
問では極限に達したといわれている。しかし私たちは本書において、わずかながらロマン派の色あい
を見出せる｡)''３１そして続いて次のように評価している。“阿示志賊察夫是灰世主又作家，在思想籍
淡的肘請，倣了迭一本被絶望所包囿的令。（アルツイバーシェフは厭世主義の作家であり、思想が暗
稽としていた時期に、この－冊の絶望に取り巻かれた書をかいた｡)''４）アルツイバーシェフは魯迅が
好きな作家の一人であり、魯迅にとってはアルツイバーシェフは大きな存在でありながら、引用して
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いるように客観的に評価している。
魯迅はこの作品の優れたところについて、次のように評価している。“皿拉籍夫悦是`憤激,，他不
承i人。但看迭令中的人物，侘大如壊惠略夫和皿拉籍夫一他呈然不能堅持元抵抗主又，但鍵子方受倣
了栖牲一不消悦了；便是其余的小人物，借此村出不可救萄的社会的．也価然肘肘露出人`性来，迭流
露，便是干元意中愈兄出俄国人民的侘大。我｛｢]拭在本国一捜索，恐伯除了帷鰻后的老男女和小阪商人
以外，恨不容易兄到別的人物；俄匡|有了，而阿示志践裂夫述感慨，所以迭或者価然是一部,`償激，的
名。（アラジェフは「憤激」してこれを認めようとはしない。しかし本書中の人物を見るに、シェ
ヴィリョフとアラジェフ~彼らは無抵抗主義を守りきることはできなかったが、最後には愛のため
に犠牲となった－が偉大なることは言うまでもない。そしてそのほかの小人物の場合でも、彼らに
よって救いようのない社会のざまを浮彫りにしながら、なおもしばしば人間性を露わにきせており、
この現れこそ、無意識のうちにもロシア人民の偉大さをさらにはっきりと示すものである。私たちは
試みに自国で捜してみても、おそらくカーテンの後ろの老いた男女と小商人を除いては、そのほかの
人物をみつけだすのはたいへんむずかしい。それがロシアには存在するのであり、しかもアルツイ
バーシェフまでもが感じ入ったのだとすれば、これはあるいは、やはり－冊の「憤激」の書であるの
かもしれない｡)'’５)魯迅は作品中の人物の身に表れている新しさや強い精神などを肯定すると同時に、
当時の中国作品中の人物に対する不満も口にしている。この不満こそ、後に彼の創作の原動力となっ
ている。
「『労働者シェヴイリョフ』を訳して」の最後に、この作品の翻訳の経緯を次のように簡単に紹介し
ている。‘`送一篇，是圦SBugowundABillard同洋的《革命的故事》（Revolutions-gescmchten）里悸
出的，除了几処不得已的地方，几乎是逐字i季。我本来述没有翻犀迭打的力量，幸而得了我的朋友芥宗
頤君姶我汗多指点和修正，迭才居然脱稿了，我恨感謝。（この作品は、ＳＢｕｇｏｗｕｎｄＡＢｍａｒｄ共訳の
｢革命物語」（Revolutions-geschichten）から選んで訳したもので、やむをえない数箇所を除いて、ほ
とんど逐語訳である。本来、私にはまだ本書を訳す力はなかったが、幸いにも私の友人斉宗頤氏が数
多くの点を指摘し訂正してくださったので、思いがけなく脱稿することができた。私はたいへん感謝
している｡)”６）「労働者シェヴィリョフ」は魯迅が翻訳した最初の中篇小説である。この中篇小説を
翻訳するため、魯迅は多大な時間を費やし、友人の指導を受けただけでなく、日本語の「労働者セヰ
リオフ」を参照していた可能性もある。藤井省三の「『労働者シェヴイリョフ」を訳して」の訳注に
よれば、日本では中村清訳により「労働者セヰリオフ」という訳題で1904年（金楼堂）と1909年（新
潮社）から出版されており、魯迅は中国語訳に際して中村訳をも参照したとしている。なお、『明
治・大正・昭和翻訳文学目録』（風間書房、昭和34年９月発行、12頁）によれば、大正９年（1920年）
にも中島清訳『労働者セヰリオフ』が新潮社から刊行されている。本稿で、中国語の訳文と比較する
ために引用している日本語の訳文は、大正９年に出版された中島清訳の「労働者セヰリオフ』からの
ものである。
三、『労働者シェヴィリョフ』における色彩表現の特徴
参考資料一に具体的な用例、合計数量、各色が占める割合を示しているように、この中編小説には
数多くの色彩表現が用いられている。特に“黒，，という色彩表現が頻繁に使用され、物語の展開に重
苦しい雰囲気を作り出し、当時のロシアの社会環境をも暗示している。物語は“夕方になると、見
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透しのできない暗い露が害から屋根までもこめてしまった。階段の上の窓は皆ぼんやりと漂い消えか
かった｡,,？］と書き出きれて始ま患。続いて、主人公の登場場面を見てみよう。“その男の姿は薄暗が
りの樫になお一層黒く際立って見えた｡”８１建物のまえに立っていた主人公の見た風景は、“上へ行け
ば行く程舗は濃く渦巻いていて、それは無気味な黒い影を形作ったり、又は人間の姿みたいになった
りした｡”,)そして、そこで初めて会う人から見た主人公の様子について次のように描写している。
"窓傍の薄汚い陰気な所をi薄黒い影が通り抜けようとした時、軒前に立っていた男は少し其の方へか
らだを動かした｡'''０）（網掛けは引用者による）
物語の展開にしたがって、上で引用した表現とほぼ同じような‘'黒”と関連する色彩表現を多数使
用し、“黒い入ごみ"、“黒い警察"、“黒い行人”のような名前なしの登場人物が現れたり、“黒い大
空"、“黒い大檮鏡、“黒い露”のような暗黒な社会環境を暗職したりしている。そのうえ、小説の中で
何回にもわたって登場している“黒い影',の描写で興味深いのは、“黒い影（姿)”が場合によって、
指す実体が違うことがある点である。ある時は、ただ煙で作られた形であり（たとえば、上の例文の
ように)、ある時は、実体の確定不可能な一種な幻覚上の存在であり、たとえば、シェヴイリョフの
夢に出てくる二つの黒い姿について次のように描写している。“二つの黒い姿が全世界を足下にして
無限の蒼空を戴き、じっと黙っているのが見え患｡”、時には、実体が存在しているが、魂（精神、
元気）を失う人物を描写するときに用いられている。たとえば、失業した後、金に困った教師と彼の
妻がマクシモワの婆さんに“貴女の今日お約束なすった店賃ですがね、あれは戴けませうれ｡”'2)と
聞かれたとき、“二つの薄暗い影はなんとなく動いた、が何とも答えなかった｡'''3）
以上のような描写方法は、実際に魯迅の作品のなかにも使用されている。それは「白光」という作
品である。第十六度目の県試に失敗した陳士成が絶望のあまり精神に異常をきたし、深夜に白い光の
幻覚を見て宝探しを始めたときの様子は、次のように描写きれてい愚。“陳士成ililj子似的奔到、后辺，
伸手去摸鋤失。撞着一条黒影。他不知葱的有些伯了，誰慢的点了灯，看鋤失元非椅着。（陳士成は獅
子のように走って戸口へ行き、鍬を手さぐりしたとき、黒い影にぶつかった。なぜかドキンとして、
あわてて灯をつけた。鍬は何事もなくそこに立てかけてあった｡)”脚)この“黒い影”は表面から見る
と単なる幻覚であり、“白い光”（憎い光”が当たるところに宝ものがあるらしい）と対照的な存在
であるが、実は黒い影は科挙の失敗がもたらした精神的なショックの表現ともなっている。
また、「労働者シェヴイリョフｊでは人の肌色を描写する際、独特の色彩表現を用いている。肥っ
た紳士の肌色とこの世の悪と自称する美女の肌色についての描写に“玖魂色（薔薇色)”が選ばれ、
"瑛魂色（薔蔽色）の短い頸"、“攻魂色（薔薇色）の肉附鐵、‐玖魂色（薔薇色）の足㈱などと描写し
ていあ。そもそも“玖魂色（薔薇色)”とは西洋的な色彩表現であり、当時の中国社会において、極
めて新鮮な色彩表現と考えられる。“玖魂色（薔薇色)”を分析する前に、この色名の語源と使用状況
を確認する必要がある。島村宣男氏は『英国叙事詩の色彩と表現一「妖精女王』と『楽園喪失」
－』中の解釈によれば、それは薔薇の花の色に由来して、現代色名にいうrose-redに相当するが、
形容詞として14世紀頃から用例が見え、また名詞としての用法は１５世紀からである。また、彼はこの
色名の描写対象が「頬．唇。顔」に限られることを強調してい患。しかし、「労働者シェヴィリョフ」
中⑳用例では、“玖魂色（薔薇色)”という色の描写対象は「頬。唇．顔」を含め、「全身の肌色」ま
で広がっている。
近現代中国の数多くの外国文学の翻訳作品は日本語から翻訳されたものであるから、さらに日本文
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学における薔薇色の,種用の確認が必要だど思われる。日本文学界に初めて“薔薇色'@を使用したのは，
二葉亭四迷が翻訳した「あひ密き」（1888）中の“はしばしを連麹色に染めた、普蔽･色の頚巻をまい
て'@という一節である。また、翌年1889年の「初恋」という作品の中に“其美しい薔萩色の頬を猫の
額へ押当て”という一句があり、1900に徳富蔵花が「自然と人生」の中に，`自然に対する五分時。此
頃の富士の曙「唯一抹、薔薇色の光あり｣㈱という表現があり、また芥川龍之介の「舞踏会」（1919
年）ｉご“初々しい薔薇色の舞踏服、品好く頚へかけた水色のリボン、それから濃い髪に匂ってゐ愚た
った一輪の薔薇の花一”という表現もあった。
さらに崎版色の手帖」（小学館2002年５月発行）簿は、薔薇色について次のように解釈して
いる。“①「薔蔽色」は、西洋ばらにちなむ色名で、日本本来の伝統色名ではない。②「薔蔽色」は、
明るい、希望に満ちた世界をたとえていうことが多い｡”'5jそして、例文を二つ挙げている。一つは
森鴎外の「羽鳥千尋」（1912）中の“私は卒業式の日に県知事の前で答辞を読み､……中略……未来を
醤藤色に見てゐた｡”
一方、魯迅は“玖魂色（薔溌色)”についてどう理解していたのか、また自身の創作にどのように
使用したのか。魯迅の全創作作品中の色彩表現を抽出した結果では“玖魂色（薔薇色)”の用例はた
だ一つに過ぎなかった。それは魯迅が1922年11月に書き上げ、「芸術のための芸術」派成伯吾が「最
大の傑作」と称必た「補天」という作品である。その用例を引用し、分析してみよ§。
“伊在迭肉紅色的天地同走到海迪，全身的曲銭都消融在淡玖魂似的光海里‘直到身中央才瀧成一段
鈍白｡”'５)（彼女は、この肌色の天地の間を海辺まで歩くと、全身の曲線はすべて淡い薔薇色の光の海
iご溶け入り、身体の真ん中だけが純白に見えていた｡）
藤井省三氏はこの小説が当時のものとしては強烈なエロティシズムに溢れていると解釈している。
その“強烈なエロティシズム”はどこからきたものかを考えたとき、けっして『労働者シェヴイリヨ
フ」と無関係とは言えない。なぜなら、「労働者シェヴィリョフ」の中にも“この世の悪”と自称す
る全裸の女が登場しており、その上、描写手法において色彩表現の使用が似ているところがあ愚から
だ。比較のため、『労働者シェヴィリョフ」中の例文を引用してみる。
“今一つ半ば壊れた平たい場所の縁に横はっている。－糸纏わぬ美しい脂肪ぎったその肉体は堅い
石ころに淫縦なさまで媚び戯れている。何も彼も曝け出した無恥厚顔な立派な肉体であみ胸は情欲
の褐に喘いで波打っている。その潜穣色iの肉体は笑を忍びながら少し宛動く、（中略）そのi淡紅色の
両膝は外見も蓋恥もなく石ころ!ご推しつけられる。両手は岩の端を確と掴んでいる．ずっと下には広
い野原が太陽の光を浴びて輝いてい鳥のである｡”、（網掛けは引用者による）
例文が示している通り、この露骨な描写が“薔薇色錘や“淡紅色”の色彩表現を用い、彼女のセク
シュアルな魅力をアピールしている一方で、“この世の悪”と自称する女の無恥さを隠さずに赤裸々
に暴露している。小説にはエロチックな空気が漂っている。
前述したように、“薔薇色”の描写対象は一般的に「全身の肌色」と限定きれている。しかし、上
の「補天」の用例の示している通りに、描写対象は「光の海」である。つまり、描写対象は具体的な
魯迅訳「労働者シェヴイリヨフｌに婚ける色彩表現について
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｢人の肌色」から自然界の事物に転換されている。この転換こそ、魯迅が豊富な想儀力に基づいてオ
リジナルな色彩表現を充実させたことの証であ患。彼は外国文学作品における新鮮な色彩表現を自分
の創作に定着させることによって、ロマンチックな雰囲気を作り出したに違いない。”淡い薔薇色の
光の海”に溶け入る女鯛の純白な全裸の体が小説を一瞬エロチックなムードに浸らせる。しかし一方、
“淡い薔穣色”と“純白”とを対比きせ息ことによって、女蝸の純潔さをも強調している。また、“肌
色の天地の肝や“淡い薔薇色の光の海”のような不思議な環境に暮らしている女蝸の自由奔放な本
質を読者に想像させる。さらに、“肌色”や“淡い薔薇色”のような夢幻的な色彩表現を使用するこ
とによって、“神の世界”と,'人の世界”とがはっきりと区別され、“神の世界，，に属している女蝸の
活力に満ちた、旺盛な生命力の源を表現している。
薔蔽色の使用状況腱ついて、考察範囲を魯迅とほぼ同時代の中国の翻訳者たちが翻訳した外国文学
作品まで広げ、当時唯一の文学専門雑誌であると言っで過言ではない『小説月報」第十二巻の１０－１２
号（1921年）と号ﾀ将リ『ロシア文学研究ｊの訳叢部分に収録される外国小説・詩などの狸篇の翻訳作
品（魯迅訳を除く）における色彩表現を調べてみたところ、その用例は六例にすぎないことがわかっ
た。これらすべての用例を以下に引用してみる。（網掛けは引用者による）
七｡
①我那肘就想像到一只野小的:ElEiBmP色殿子的施蛙；（｢旅程｣、捷克波希米並、具克著、冬芥犀、
脚､説月鋤第十二巻第10号訳叢E62）
（私はその時一つの繊細な薔渡色の継子のスリッパを想像していた）
②風呵，赴快吹到那辺就静下１静静ﾉL停在弛的賎ﾉﾋ上；在如逮魂if且ｌｌ金几前鞠躬；（｢奈犀小民族待
四亡命者之歌｣、身克竺、洛頓斯奇箸、沈雁歌津、胸､説月報」第十二巻第10号訳叢
PL100）
（風よ、むこうまで吹きあたったら静まって１そしてそっと彼女の頬にとどまって、彼女の薔薇
色`の頬のまえでお辞儀をしておくれ｡〕
③因ヵ所渭男性的美，要指的是情与力；燗只有柔滑的皮朕，和議i蓮J的緬，便叫倣美，那可不杵。
（｢鷲｣、俄国、MAXmlGORKY署、根天悸、「小説月報」1921年の号外刊「ロシア文学研究』の
訳叢E72）
（いわゆる男性の美というのは、感情と力をさしているから、もしただ柔らかくてすべすべして
いる肌と薔薇色の頬を持っているからといって、美と見なしてはいけない｡）
④那屋子里有一十高大的男子，穿着政魂色荊杉，殿子銀懐迪背心，坐在補子里拒台上，（｢可伯的
字｣、阿里飽甫署、麗秋白津、『小説月報」1921年の号外刊「ロシア文学研究」の訳叢R86）
（その部屋の中には一人の背が高い男がいて、彼は薔蔽色のシャツと銀色の殿子の縁飾りがつけ
てある袖なしを着て、店のカウンターiご腰を下ろしていふ）
⑤ｉ己得有一天我ｲﾛ姑在大道上面，逸逸里看兄一陣H:iE魂倒的灰坐,微風吹着，-K1場起来。（｢尺素
譜｣、屠格浬夫箸、許之悸、Ⅲ､説月報」1921年の号外刊「ロシア文学研究」の訳叢R98）
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(ある日私たちが大通りに立っていると、遠くのほうでひとしきり薔薇色のほこり力蝋風にふか
れて、舞い上がったのを見たのを覚えている｡）
⑤不多肘暖供拱的玖魏色的汰liEl婿然微笑的出来了，（｢旧金山来的紳士｣、蒲英JVauBImin署、
沈禅民悸、『小説月鋼1921年の号外刊『ロシア文学研究」の訳叢R152）
（しばらくして暖かい薔薇色の太陽が美しい微笑を浮かべながら現れた｡）
例文②と③は顔色を描写する際に使用した用例であり、言うまでもなく「労iiU者シェヴイリヨフ」
中の用法と同じく、それは“薔蔽色”の最も一般的な用法であ愚。例文①と④は具体的な日常生活用
品の色を描写する用例であり、ロシア人にとって、親しみがある“薔蔽色”が、日常用品まで普通に
使用されていることが窺える。例文⑤と⑥は前にあげた四つの用例と違って、自然物について描写す
る用例である。ほこりや太陽のような無生命のものの色を“薔薮色”で描写することによって、主観
的な感覚や感情が込められ、独特のイメージを連想させることが可能とな愚。その効果は魯迅が「女
婿」ｉご用いた“薔薇色”の用法と同じだ。
一方、労働者である錠前屋の肌色についての描写はすべて“黒⑪という色彩表現が使用され、“黒
い顔"、‘`黒い指"、“色の黒い錠前屋”というふうに何回にもわたって描写している。このような特定
の人物に対す愚特定の色彩表現を使用する描写方法も魯迅が自分の創作随取り入れている。たとえば、
｢鋳剣」中の“黒い男”！ごついてはすべて”黒”という色彩表現を使用し、“黒いひげ"、“黒い眼，、
"黒く痩せた乞食のような男”と描写している。また、「孤独者」の主人公魏連蕊の外貌についての描
写は、“原来他是一十短小痩削的人，援方脳，蓬松的失友和減黒的緬眉占了一脳的小半，只兄丙眼在
黒匂里友光。（かれは小柄なやせた男で、顔は面なが、その半分ほども、ぽうぽう髪と濃い眉と真っ
黒なひげで埋まっており、両眼だけが黒い地肌のなかで光っていた｡)''38jとある。魯迅は特に“黒”
という色彩表現を好んで用い、ある意味での英雄（黒い人）や運命に抵抗する知識人（魏連受）につ
いての描写に使用し、黒い復讐と黒い孤独を表してい愚。黒という色はすべての色を包容することが
でき、すなわちすべての色が黒のなかで消えていく。黒くなればなるほど、自分自身も失い、復讐を
追求すればす患ほど、孤独になれぱな息ほど、自己の居場所もなくなったり、自分破滅に.陥ったりす
るからにほかならない。
四、色彩表現の翻訳に向かう魯迅の姿勢
「労働者シェヴイリョフ』を潮訳す愚際、魯迅は新しい色彩表現を中国語に取り入れようという姿
勢があったと考えられ鳥。外国語特有の色彩表現を積極的に紹介し、新しい中国語の語彙を増やそう
と努力しでいる。『労働者シェヴイリョフ」の訳文に当時の中国作家や読者があまり親しみを覚えな
い色彩表現を用い、一種の新鮮な読書感覚を体験させ、物語の内容（筋,ストーリー）鋤新鮮さだけ
ではなく、語彙．表現についても新しく、従来と違った色彩感覚を認識させようとしている。『労働
者シェヴイリョフ』にはじめて使用されてい息色彩表現は次の通りであ患。
“鋼鉄色"、“青灰色"、“玖魂色''、“綜色瓢、“深黄色輪、鯵青藍卿、“褐色"、“亮藍"、“浅藍色"、“黄金
色"、“青蒼!'、“金紅"、‘，紅金"、“明藍，，。
魯迅訳「労働者シエヴイリ日フ」における色彩表現について 259
これらについて、日本語の訳文と対照しながら、分祈してみよう。
まず、人種的な差別によって、もたらぎれているあたらしい色彩表現。
たとえば、アラジェフの眼でみたシェヴイリョフの様子は次のように描写されている。“その蒋黒
(VijE鋼鉄色~【鋼鉄色);の両眼は冷たく又物を射貫〈様に打見ているのであった｡”この中の“鋼鉄色”
は当時の中国読者にとって極めて新鮮な表現であり、これを具体的な色彩表現として受け入れる前に、
まず、連想させるのは主人公の頑強な精神と堅忍不抜な態度、その次は、コーカゾイドとモンゴロイ
ドの人種的な特徴の違いが認識される。これと同じものは、髪の毛や肌色に関する描写である。たと
プロンIF
えば、“塗色ご撹金i璽な髪をもった若い男が入って来た｡”また、“長Ｗｉ鑓LK黒置)1の毛"、“i紅金
色=I褐色);の髪"、‘`政ilHlH:!iＸ薔薇1色)Iiな頚”のような用例が外国の作品の雰囲気をそのまま伝えてい
る。
次に、同じ色系の色彩表現を細かく分類し、色の深浅・明暗の微妙な変化によって、多彩な色世界
を作り出している。たとえば、今回鋤考察対象のなかに“藍”という色彩表現があり、’'藍”から
"譲彊!(青い海がはや明けていく日の光に少し白味を帯びて来た)"、``壕蕊~蝿鯉Ｔｉ蕊?,、“濃震菖
Xii騒f麺?,、“､ｉｆ藍Ｔ漉画！’まで変化させ、本来の一つの色彩表現の内容を豊富にすることで、一つ
の作品により多くの色彩表現を取り込むことを可能にしている。また、読者を啓発し、色に関するイ
メージを強化することによって、“美育”的な効果をも期待していたことも考えられる。
最後に、｡
情灰色
【青駈を帯び洞r、
塗紅（赤に1金②入った)７
のような混合色色彩表現の使用に
Ⅲ
ついて触れておくが、その前に、ゲーテの色彩に関す愚理論を確認したい。彼は脳彩論」の中で色
彩の感覚的。精神的作用腱ついて次のように述べている。“色彩は、個別的にはそれぞれ特殊な作用
をおよぼすが、組みあわされれば、あるいは調和的作用を、あるいは特異な作用を、あるいはしばし
ば不調和な作用をおよぼすものであり、こうしていつでも精神的なものに直接結びつく決定的で重要
な作用をあたえているのだ、と。篭からこそ芸術の－要素をなしている色彩は、最高の美的目的に仕
えるための協力者として用いられるのであ愚｡'''9)ゲーテは色彩の精神的作用を肯定した上で、混合
色（単色の組み合わせもの）の美的効果を強調した。この理論を参照しながら、魯迅が混合色に与え
た美的効果を確認してみよう。その作業を行う前に、当時に“青灰,,という色彩表現の使用頻度を確
認したい。そのため「小説月鋼第十二巻の10-12号（1921年）と号外FFリ｜｢ロシア文学研究」の訳叢
部分に収録される外国小説・詩などの禦篇の翻訳作品（魯迅訳を除く）における色彩表現を調べてみ
た。その結果、その用例は一例しかないことがわかゐた。（網掛けは引用者による）
毎日黎明，天色在荒涼而青灰圃的翻勝子雲中的海波之上，江湿地慢慢地破暁的吋候，船上的汽笛友
出尖鋭的声音，（｢旧金山来的紳士｣、蒲英JVauBunm署、沈悸民悸、『小説月報」1921年の号外刊
｢ロシア文学研究」の訳叢E149）
(毎日の黎明時分、空の色が荒涼とした霧の中から沸きかえる青灰色の波の上で、重々しくゆっくり
と暁へと変わっていく頃、船上の汽笛は鋭い音を発した｡）
この用例が夜明け前の混沌とした波の色を描写する際に、海の本来の青色と払暁前の暗い灰色の空
色を組み合わせた“青灰”を使用し、暁になる前の波の色を明確に表現してい患｡
次に、魯迅の訳文（魯迅訳と表示する）と日本語の訳文（日本語訳と表示する）を引用し、比較し
、
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てみる。（網掛けは引用者による）
魯迅訳：当迭明亮的背景之前人只能看兄黒蹴在一十光滑的禿共上，内懸着情灰色的光点，傍佛
照着死人的共頗。、〕
日本語訳：背景が明患いので其黒い輪郭はた智影の様に見えたり或る一つの滑っこい、薬臓頭には
青味蓬帯_びた光の－雫が丁度死人の頭蓋に落ちてゐるかの様に輝いてゐた。瓢）
魯迅は不気味な光を翻訳する際に読者があまり見慣れない色彩表現“青灰色“を選び、原作中の奇
妙な雰囲気を伝えている。「色の百科事典』に西洋文化における色の意味を調べてみたところ、“青”
という色彩表現が冷たさや絶望の心理的意味を持ち、原作に漂っている鳥肌がたつよう薮恐怖を表現
している。また、“灰”という色彩表現が持つ心理的な意味は空虚、暖昧、無気力であり、原作では
はっきり表明されていないなんとなくいやなムードを碗曲に読者に伝えている。“青灰”のような色
彩表現を使用し、両方が持つ心理的な意味を働かせ、原作の雰囲気をより正確に表現している。魯迅
は、原作についての読者の理解を最大限引き出そうと努力していると言える。魯迅の色彩表現使用上
において、混色色彩表現は欠かせない一部分である。二種類の単色を組み台わることで、新しい色彩
表現となり、このような色彩表現を用いて、より複雑な色を正確腱表現することが可能となる。単色
だけでは、単純でつまらなくなりがちである。また、二種類の単色を組み合わせることによって、色
彩表現の数を増やすこともできるし、読者の色についての想像力を喚起することもできる。一方、日
本語訳の“青味を帯びた㈱という色彩表現は、魯迅訳と比べやや不十分だと思われる。
結びに代えて
この論文は魯迅が翻訳した中篇小説『労働者シェヴィリョフ』の翻訳の経緯や先行研究などの諸問
題を確認した上で、おもにこの小説における色彩表現の数量、特徴および魯迅の創作に与えた影響に
ついて分析してきた。『労働者シェヴィリョフ』の翻訳作業は、魯迅iごとって思想上の転換をもたら
しただけではなく、表現法（特に色彩表現の使用）に磨きをかけるとても有意義な勉強となり、その
後の自身の創作や新しい中国語表現を作り出すうえですばらしいヒントをも与えてくれたことを今回
明らかにすることができた。
今後は、今回触れなかった色彩表現について引き続き詳しく分析し、その特徴を探り出したい。吾
らに、魯迅の他鰯翻訳作品（ロシアの盲人詩人エロシェンコの童話集、また、魯迅の日本滞在中の翻
訳作品など）における色彩表現を整理・分析していきたい。また、翻訳や創作鰯時期の前後艇おいて
色彩表現使用上の変化の有無を明らかにしたい。こうした一連の研究の最終目標としては、魯迅の創
`作作品における各色のもつ意味についてより深く探求したいと考えている。
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参考資料一
（|｢労働者シェヴィリョフ』における色彩表現の具体的な用例数、合計数量、各色が占める割合を示してい
る）
黒（黒、黒暗、暗黒、深黒、烏黒、浅黒）：８１例
白（白、蒼白、花白、雪白）：４３例
黄（黄色、淡黄色、深黄色、金、黄金色、蒼黄、通黄）：２５例
紅（紅、微紅）：２２例
玖魂色：１４例
藍（藍、浅藍、深藍、亮藍、明藍、青藍、蔚藍）：１１例
青（青、青蒼、烏青）：１０例
灰：４例
緑：４例
紫：ｌ例
その他（鋼鉄色、椋色、褐色、青灰色、灰白金紅、紅金、青白）：’5例
色彩表現の合計：230例
その他！
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参考資料二「労働者シェヴイリョフ』における色彩表現のドイツ語と中国語と日本語の比較一覧表
(黒、赤、白など一般的な色彩表現を除いた特徴的な用例）
No.｜ドイツの原文 徳漢辞書の解釈
魯迅の翻訳文｜日本語の翻訳文
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Coler expression on Lu Xun translated the novel "Worker Schewyrjow"
Liu Fei
Build upon the confirmation of translation process of the medium length novel "Worker Schewyrjow"
and various issues such as background research, etc., this article focus its analysis on the quantity of
color expression, their attributes and how it had influenced Lu Xun's at his creative works.
The translation work of "Worker Schewyrjow" was a profound learning process as it has, not just
bringing new thoughts and new ways of thinking for Lu Xun, it also served as an excellence drill on
method of expression (especially in terms of the use of color). Thereafter, it has provided a great
guiodance for him on his creative works as well as the creation of new Chinese lenguage.
